
                  

 

 

 

 

 

 多賀町八重練集落で集落環境点検を実施 

 
多賀町で１００頭規模のサル群である八重練群の個体数調整事業に伴い、各集落で

の更なるサル対策が求められています。今回はその中でも被害の深刻であった八重練

集落において、住民参加のもと放置果樹や農地管理などサルの誘引要因の確認とサル

の侵入経路について集落環境点検を行いました。 

 

点検に先立って当課より趣旨説明を行い、今年になって八重練群は分裂しており、

２群が入れ替わりで集落を加害していることを伝え、被害の確認だけではなく集落の

弱点を見つけていく事を目標に点検を行いました。 

住民の話からシカ・イノシシの侵入はおおむね止められているが、この３年ほどで

サルの被害が増えてきていることがわかりました。誘引要因としては栗２６本、柿だ

けでも２１本を確認され、いずれも収穫皆無となっていました。またひこばえに籾の

付いている田も複数確認できました。また点検中にハグレザル１頭を確認し、投石な

どでは追い払えないことも確認できました。 

このように現地を確認することで、容易に手に入るエサがサルを集落に執着させて

いる要因となっていることと、サルが悪質化して集落に依存しているとの認識を集落

住民と共有できました。 

 

当課では今後も被害集落に働きかけ、獣害被害を減らすために集落の取り組めるサ

ル対策について支援を続けていきます。 
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集落内の放置果樹の状況を確認 


